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Ｆ
Ｍ
あ
す
も 
Ｊ
Ａ
番
組
「
そ
～
じ
ゃ
＊
い
～
じ
ゃ
」

毎
週
金
曜
日　
お
昼
12
時
40
分
～ 

絶
賛
放
送
中
！

77

ＪＡいわて平泉の採用情報です。
気軽にご覧ください。

妹のしずくちゃん（１）。追いかけっこを
して仲良く遊んでいます。

今月の表紙

動画はこちら
二次元コードを読み込むと動画がみられます。
配信期間を過ぎた動画は視聴できなくなります。
〈 動画配信期間　令和８年６月１０日～令和８年８月９日 〉

佐々木 ひより ちゃん（６）
さ さ き

千厩小学校１年

国語で音読を頑張っているひより
ちゃん。大きくなったら、ディズニー
ランドで働くことが夢です。

浅野  結良 ちゃん（６）
あさ の ゆ ら

千厩小学校１年

国語でひらがなの書き取りを頑
張っている結良ちゃん。大きく
なったらケーキ屋さんになるのが
夢です。
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特集 第１２回通常総代会

　

Ｊ
Ａ
は
第
12
回
通
常
総
代
会
を
５
月
22
日
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
東
日
本
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
一
関
（
一
関
文
化
セ
ン

タ
ー
）
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
は
、
第
５
次
中
期
経
営
計
画
実
践
の
初
年
度
と
し
て
、

改
め
て
協
同
組
合
の
価
値
と
存
在
意
義
を
見
つ
め
直
し
、
Ｊ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
、
支
え
て
き
た
地
域

農
業
、
地
域
社
会
で
の
機
能
と
役
割
を
再
認
識
し
な
が
ら
、
第
５
次
中
期
経
営
計
画
で
掲
げ
た
最
重
点
施

策
「
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化
」、「
組
合

員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営
」、「
要
望
に
、
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
」
を
図
る
こ
と
を

狙
い
と
し
、
さ
ら
な
る
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
展
開
に
よ
り
計
画
の
実
現
に
努
め
る
と
共

に
、
新
時
代
に
対
応
し
な
が
ら
、
地
域
農
業
を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
食
料

の
安
定
供
給
、
地
域
農
業
・
農
村
の
保
全
維
持
、
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
加
速
す

る
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
農
業
者
の
担
い

手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
影
響
が

続
い
て
い
る
状
況
に
加
え
、
燃
料
や
肥
料
・
飼

料
な
ど
農
業
資
材
の
価
格
高
騰
で
生
産
現
場
で

は
大
変
な
厳
し
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

合
併
12
年
目
と
な
る
令
和
７
年
度
は
、
第
４

次
中
期
経
営
計
画
の
最
終
年
度
で
、
最
重
点
施

策
の
実
現
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
一
則
組
合
長
は
総
代
会
に
あ
た
り
「
昨

夏
、
猛
威
を
振
る
っ
た
高
温
渇
水
に
負
け
ず
に

農
産
物
の
収
量
を
確
保
で
き
た
こ
と
や
、
共
済

事
業
で
推
進
目
標
を
達
成
で
き
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
事
業
利
益
２
億
８
１
９
８
万
円
と
３
年

ぶ
り
に
黒
字
決
算
で
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
振
り
返
り
、「
今
後
も
地
域
や
組
合
員

の
た
め
の
自
己
改
革
に
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る

総
合
事
業
の
展
開
で
安
定
し
た
経
営
基
盤
を
確

立
し
、
皆
さ
ん
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
、
頼
り
に

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
役
職

員
一
丸
と
な
り
事
業
を
進
め
て
い
く
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

あいさつする佐藤組合長
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第１２回通常総代会

主
な
質
問
と
意
見
要
望

報
告
事
項

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更

決
議
さ
れ
た
議
案

総
代
数
５
１
３
人
、出
席
総
代
数
４
４
９
人
（
本
人
出
席
２
０
１
人
、

委
任
状
出
席
０
人
、
議
決
権
行
使
書
面
提
出
２
４
８
人
）

附
帯
決
議

　

こ
の
通
常
総
会
に
お
い
て
決
議
し
た
事
項
で
、
行
政
庁

の
指
示
等
に
よ
り
修
正
変
更
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
決

議
の
趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の
取
扱
い
を

理
事
会
に
一
任
す
る
こ
と
の
決
議
を
求
め
ま
す
。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の
変
更

令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び

剰
余
金
処
分
案
の
承
認

（
報
告
）
令
和
７
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書

第
５
次
中
期
経
営
計
画
の
設
定

令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
設
定

令
和
８
年
度
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法

の
決
定

令
和
８
年
度
理
事
に
支
払
う
報
酬
の
額
の

決
定

令
和
８
年
度
監
事
に
支
払
う
報
酬
の
額
の

決
定

役
員
の
選
任

令和７年度事業の成果

議長を務めた村上政一氏㊧と佐藤克朗氏

　

前
回
の
第
１
号

議
案
「
定
款
の
一
部
変
更
」
は
特
別
決
議
の
た
め
、
議

場
閉
鎖
を
し
て
投
票
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

乾
燥
が
正
常
に
行
わ
れ
た
他
の
米
と
同
じ
金
額
で
精

算
い
た
し
ま
す
。
乾
燥
不
良
米
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

分
の
精
算
金
が
安
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
産
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
等
し
く
精
算
い
た
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
も
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
組

合
員
の
皆
さ
ん
の
声
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
議
場
閉

鎖
の
上
で
、
投
票
に

よ
り
採
決
し
た
議
案

が
あ
っ
た
が
、
今
回

は
そ
の
よ
う
な
方
法

で
採
決
す
る
も
の
が

な
い
。
ど
の
よ
う
な

基
準
に
従
っ
て
採
決

の
方
法
を
使
い
分
け

て
い
る
の
か
。

　
一
関
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
発
生
し
た
乾
燥

不
良
米
に
つ
い
て
、
生
産
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
補

償
を
す
る
の
か
。

多くの要望も出されました

活発な意見が交わされました

全ての議案が承認されました

　

水
稲
の
農
薬
や
肥
料
は
、
大
口
購
入
先
へ
の
直
送
や

ロ
ッ
ト
購
入
の
奨
励
な
ど
で
価
格
を
優
遇
し
て
い
る
部

分
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
数
量
を
基
準
と
し
て
い

ま
す
。

　

昨
今
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、

今
年
度
は
一
関
地
区
で
現
金
支
払
い
の
受
け
付
け
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
産
資
材
の
購
入
量
に
よ
っ
て
単
価
が
変
動
す
る
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
で
は
個
人
農
家
を

軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
一
日
人
間
ド
ッ
ク
・
専
門
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
、
昨
年

度
ま
で
は
支
店
窓
口
で
支
払
い
が
で
き
た
が
、
今
年
度

か
ら
で
き
な
く
な
っ
た
。
ど
う
し
て
か
。

　
Ｊ
Ａ
は
販
売
先
を
市
場
に
頼
り
過
ぎ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ

は
多
岐
に
わ
た
る
販
路
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
せ
っ
か
く
組
織
と
し
て
大
き
い
の
だ
か
ら
、
そ
の

力
を
利
用
し
て
販
路
を
開
拓
し
な
い
と
、
今
後
、
農
産

物
の
販
売
単
価
が
下
落
し
た
と
き
に
立
ち
行
か
な
く
な

る
。
こ
れ
か
ら
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

主
な
要
望

議
案
の
中
で
、
変
更
内
容
だ
け
を
資
料
に
掲
載
し
て
是

非
を
問
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
変
更
箇
所
の
前
後

も
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

総
代
会
で
出
た
意
見
要
望
は
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、

こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。
Ｊ
Ａ
綱

領
の
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
築
こ

う
」
と
い
う
文
言
は
素
晴
ら
し
く
涙
が
出
る
思
い
だ
。

ぜ
ひ
協
同
組
合
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、
国
や
政
治
に
立

ち
向
か
え
る
Ｊ
Ａ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

資産の部合計

負債の部合計

純資産の部合計

158,181,877

154,360,277

3,821,599

事業総利益

事業管理費

事業利益

当期剰余金

2,347,994

2,066,009

281,985

56,663

1. 当期未処分剰余金

2. 任意積立金取崩額
  (1) 固定資産圧縮積立金
　　　　 計
3. 剰余金処分額
  (1) 利益準備金
  (2) 任意積立金

4. 次期繰越剰余金

96,028,273
1,783,400
1,783,400

97,811,673
72,000,000
12,000,000
60,000,000
25,811,673

資産の状況
（単位：千円）

収支の状況
（単位：千円）

剰余金処分の概要
（単位：円）

※掲載金額は、千円未満を切り捨てて
表示していますので、合計金額はそ
の内訳金額の合計と必ずしも一致す
るものではありません。

単体自己資本比率
不良債権比率

12.84%
1.43%

役
員
の
選
任

常務理事
（管理・コンプライアンス・監査）

千田　光柳
（千厩町小梨）

　

第
８
号
議
案
に
お
い
て
、
実
務
精
通

役
員
と
し
て
理
事
１
名
が
選
任
さ
れ
、

総
代
会
後
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事

会
で
常
務
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
資
料
は
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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令
和
８
年
度
は
、
第
５
次
中
期
経
営
計
画
実
践
の
初
年
度
と
し
て
、
営
農
・
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
、
組
合
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
の
持
て
る
組
織
力
、
結
集
力
、
総
合
力

を
発
揮
し
、
地
域
農
業
・
農
村
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
農
業
の
振
興
と

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１　

食
料
・
農
業
基
盤
の
確
立

	

～
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
～

　

消
費
者
の
信
頼
に
応
え
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
供
給
す
る
持
続
し
続
け
る
い
わ
て
平
泉
農

業
の
確
立
に
向
け
、「
黄
金
の
郷
づ
く
り
」
を
通
じ
て
担
い
手
の
育
成
と
組
合
員
の
農
業
所
得
確
保
・

増
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

２　

地
域
・
組
織
・
事
業
基
盤
の
確
立

	

～
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化
～

　

食
と
農
を
基
軸
に
、
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担
い
、
地
域
に
根
ざ

し
た
協
同
組
合
の
確
立
と
く
ら
し
の
活
動
の
展
開
で
地
域
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

３　

健
全
・
強
固
な
経
営
基
盤
の
確
立

	

～
組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営
～

　

自
ら
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
改
革
の
推
進
と
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
、
財
務
基
盤
の

強
化
と
健
全
な
経
営
基
盤
の
確
立
で
、
信
頼
さ
れ
る
協
同
組
合
と
し
て
の
存
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

４　

協
同
組
合
運
動
を
担
う
人
づ
く
り

	

～
要
望
に
、
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
～

　

協
同
組
合
運
動
の
担
い
手
と
し
て
、変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
、自
己
啓
発
や
相
互
研
さ
ん
を
基
盤
に
、

最
後
ま
で
や
り
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
、
信
頼
さ
れ
る
協
同
組
合
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

令和８年度事業計画

組合員等被表彰者
（敬称略）

第５次中期経営計画　重点施策

特
別
功
労
者

・
退
任
生
産
部
会
長

　

千
葉　

昭
義	

花
泉
町
永
井

　

千
葉　

秀
一	

千
厩
町
千
厩

・
退
任
農
家
組
合
長

　

千
葉　

幹
雄	

一
関
市
末
広

　

鈴
木　

守	

大
東
町
大
原

　

千
葉　

正
一	

一
関
市
山
目

　

小
野
寺　

勇	

花
泉
町
花
泉

　

千
葉　

哲
男	

一
関
市
赤
荻

　

芦　

廣
幸	

大
東
町
渋
民

　

熊
谷　

良
二	

一
関
市
真
柴

　

菅
原　

貞
雄	

一
関
市
新
町

　

八
巻　

徹	

藤
沢
町
藤
沢

　

菊
地　

正
司	

藤
沢
町
藤
沢

　

皆
川　

保
寿	

藤
沢
町
藤
沢

　

小
山　

順
一	

藤
沢
町
藤
沢

優
良
農
家
組
合
長

　
　
（
退
任
農
家
組
合
長
）

　

小
野
寺　

照
彦	

大
東
町
沖
田

第５次中期経営計画　重点施策
　総代会において第５次中期経営計画が承認されました。
　ＪＡは、合併１３年を迎えます。組織や事業、組合員からの要望等が多様化する中で、
当ＪＡが取り組む「黄金の郷づくり」とくらしの活動の展開で「持続し続けるいわて
平泉農業」「食と農を基軸とした地域に根ざした協同組合」の確立へ向け、最重点施
策の確実な遂行に取り組んでいきます。

◇
食
料
・
農
業
基
盤
の
確
立

　
〔
最
重
点
施
策
〕

　
　

農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大

　
　

安
全
・
安
心
な
「
い
わ
て
平
泉
ブ
ラ
ン
ド
」
の
農
畜

産
物
を
供
給
す
る
産
地
と
し
て
消
費
者
の
信
頼
に
応

え
、
力
強
く
持
続
し
続
け
る
い
わ
て
平
泉
農
業
の
確
立

に
向
け
、「
黄
金
の
郷
づ
く
り
」
を
通
じ
て
担
い
手
の

育
成
と
組
合
員
の
農
業
所
得
確
保
・
増
大
に
取
り
組
み

ま
す
。

〈
重
点
施
策
〉

１
．
担
い
手
経
営
体
の
基
盤
確
立
・
育
成
強
化
と
集
落

　
　

営
農
組
織
の
体
制
強
化
・
生
産
性
の
向
上

　

２
．
食
の
安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
、
多
様
な
販
売

　
　
　

体
制
の
構
築

　

３
．
生
産
コ
ス
ト
低
減
と
農
業
生
産
の
省
力
化
・
効
率

　
　
　

化

◇
地
域
・
組
織
・
事
業
基
盤
の
確
立

　
〔
最
重
点
施
策
〕

　
　

地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化

　

食
と
農
を
基
軸
に
、
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担
い
、
地
域
に
根
ざ
し
た

協
同
組
合
の
確
立
と
く
ら
し
の
活
動
の
展
開
で
地
域

と
の
結
び
つ
き
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
重
点
施
策
〉

１
．
組
織
基
盤
お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性	

	

化

２
．
信
用
・
共
済
事
業
を
通
じ
た
農
業
・
地
域
へ
の

　
　

貢
献

３
．
地
域
に
根
ざ
し
た
生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
発
揮

　
　

お
よ
び
高
齢
者
福
祉
活
動
の
展
開

第１２回通常総代会

支店でお客さま感謝デーを実施

食農教育で小学生に田植えを指導

環境モニタリングデータを活用し暑熱対策

ドローンの活用で作業効率を向上
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TOPICS
ココcolor ソコ color 第５次中期経営計画　重点施策

お客さまに寄り添った窓口対応

職員を対象とした研修を実施

組合員座談会を開催

地域の意見要望を運営に反映

4 / 2 4

管
理
機
の
操
作
の
仕
方
学
ぶ

管理機の操作の仕方を学ぶ部員
　

巻
畑
農
家
組
合
（
川
崎
）

と
合
同
で
安
全
講
習
会
を

開
き
ま
し
た
。（
株
）
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
の
大

友
道
夫
課
長
代
理
を
講
師

に
、
管
理
機
の
安
全
な
使

い
方
を
学
び
ま
し
た
。
第

２
回
畑
の
講
習
会
も
同
時

開
催
し
、
部
員
15
人
が
参

加
。
耕
起
し
た
畑
に
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
種
芋
と
ニ
ン
ジ

ン
の
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
川
崎
中
央
支
部

4 / 1 8

立
派
な
お
い
も
に
育
っ
て
ね

一生懸命に種芋を植える子どもたち
　

藤
沢
地
域
の
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
と
世
代
間

交
流
事
業
「
た
て
や
ま
プ

ラ
ザ
」
に
参
加
す
る
園
児
・

児
童
８
人
は
、
Ｊ
Ａ
女
性

部
藤
沢
中
央
支
部
の
指
導

で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
定
植
体

験
を
し
ま
し
た
。「
き
た
あ

か
り
」
の
種
芋
を
、
芽
が

上
に
な
る
よ
う
注
意
し
な

が
ら
植
え
、
大
き
く
育
つ

よ
う
願
い
ま
し
た
。

い
っ
て
み
っ
ぺ
し
藤
沢

面談し作業内容や雇用条件を確認

園
芸
農
家
の

労
働
力
を
確
保

　

園
芸
農
家
の
労
働
力
確
保
に
つ

な
げ
る
た
め
、
農
作
業
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
管
内
２

会
場
で
開
き
ま
し
た
。
園
芸
農
家

と
求
職
者
の
面
談
形
式
で
行
わ
れ
、

園
芸
農
家
は
求
職
者
に
作
業
内
容

や
労
働
条
件
な
ど
を
説
明
し
、
互

い
に
希
望
す
る
条
件
な
ど
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
無
料
職
業
紹
介
所

グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク

4 / 2 2

基準年度
Ｒ７年度実績
金額

第１年度
Ｒ８年度計画

金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比

第２年度
Ｒ９年度計画

第３年度
Ｒ１０年度計画

2,347,994事業総利益

総合損益計画

事業管理費
事業利益
経常利益
税引前当期利益

592,519
850,446
477,118
359,630
38,614
137,343
5,078
13,411

△126,170

信用事業総利益
共済事業総利益
購買事業総利益
販売事業総利益
保管事業総利益
利用事業総利益
宅地等供給事業総利益
その他事業総利益
指導事業収支差額

2,066,009
281,985
373,146
91,404

2,138,047
483,844
759,050
442,966
370,333
17,595
169,166
8,237
22,151

△135,294
1,995,388
142,659
220,654
86,654

91.1%
81.7%
89.3%
92.8%
103.0%
45.6%
123.2%
162.2%
165.2%

96.6%
50.6%
59.1%
94.8%

2,066,995
497,046
745,070
422,374
330,932
16,836
162,299
8,187
22,067

△137,815
1,944,782
122,213
198,118
123,118

96.7%
102.7%
98.2%
95.4%
89.4%
95.7%
95.9%
99.4%
99.6%

97.5%
85.7%
89.8%

142.1%

2,057,150
518,130
721,090
405,956
323,528
16,039
180,732
8,137
22,217

△138,679
1,897,692
159,458
235,660
235,660

99.5%
104.2%
96.8%
96.1%
97.8%
95.3%
111.4%
99.4%
100.7%

97.6%
130.5%
118.9%
191.4%

◇
健
全
・
強
固
な
経
営
基
盤
の
確
立

　
〔
最
重
点
施
策
〕

　
　

組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営

　
　

自
ら
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
推
進
と
組
合

員
・
地
域
住
民
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
、
財
務
基

盤
の
強
化
と
健
全
な
経
営
基
盤
の
確
立
で
、
信
頼

さ
れ
る
協
同
組
合
と
し
て
の
存
立
に
取
り
組
み
ま

す
。
そ
の
た
め
、
総
合
Ｊ
Ａ
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
分
野
が
収
益
力
の
向
上
、
収
支
改
善
の
実
践

に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
重
点
施
策
〉

１
．
健
全
な
財
務
基
盤
の
確
立

２
．
内
部
管
理
体
制
の
強
化

◇
協
同
組
合
運
動
を
担
う
人
づ
く
り

　
〔
最
重
点
施
策
〕

　
　

要
望
に
、
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る

　
　

人
材
育
成

　

協
同
組
合
運
動
の
担
い
手
と
し
て
、
変
化
を
恐

れ
ず
挑
戦
し
、
自
己
啓
発
や
相
互
研
さ
ん
を
基
盤

に
、
最
後
ま
で
や
り
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組

み
、
信
頼
さ
れ
る
協
同
組
合
の
実
現
に
取
り
組
み

ま
す
。

〈
重
点
施
策
〉

１
．
人
事
労
務
管
理

２
．
人
材
育
成

5 / 7

高
品
質
な
レ
タ
ス
の
出
荷
へ

レ
タ
ス
を
見
な
が
ら
情
報
共
有
す
る
生
産
者

Ｊ
Ａ
野
菜
部
会
レ
タ
ス
専
門
部

5 / 1 4

農
作
業
通
じ
地
域
農
業
学
ぶ

水稲苗をハウスに並べる作業をする新人職員
　

新
人
職
員
農
業
研
修
を

行
い
、
入
組
１
年
目
の
職

員
５
人
が
Ｊ
Ａ
川
崎
水
稲

育
苗
セ
ン
タ
ー
で
、
育
苗

作
業
や
苗
の
引
き
渡
し
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。
農

作
業
体
験
を
通
じ
て
、
地

域
農
業
に
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
組
合
員
の
立
場

に
立
っ
た
対
応
が
で
き
る

職
員
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。

　

出
荷
規
格
指
導
会
を
Ｊ
Ａ
南
部
園
芸
セ
ン

タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。
搬
入
さ
れ
た
レ
タ
ス

を
見
な
が
ら
、
出
荷
規
格
や
箱
詰
め
時
の
注

意
点
な
ど
を
共
有

し
、
高
品
質
な
レ

タ
ス
の
出
荷
に
向

け
、
意
識
統
一
を

図
り
ま
し
た
。
出

荷
数
量
３
８
０
０

㌔
、
販
売
金
額

６
０
万
８
０
０
０

円
を
目
指
し
ま
す
。

（単位：千円）
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5 / 2 2

も
ち
つ
き
楽
し
み
に
田
植
え

保護者と田植えをする園児
　

Ｊ
Ａ
一
関
青
年
部
中
里

支
部
の
指
導
で
、
年
長
児

35
人
が
田
植
え
を
体
験
し

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨

の
中
、
４
月
に
種
を
ま
き
、

園
庭
で
育
て
た
も
ち
米
の

苗
を
、
泥
ん
こ
に
な
り
な

が
ら
保
護
者
と
協
力
し
て

植
え
ま
し
た
。
10
月
に
は

稲
刈
り
を
行
い
、
11
月
に

は
餅
つ
き
を
体
験
す
る
予

定
で
す
。

龍
澤
寺
こ
ど
も
園
（
一
関
）

5 / 1 4

機
械
植
え
と
の
違
い
も
体
感

農家に教わりながら田植えをする児童
　

５
年
生
10
人
は
、
地
元

農
家
の
佐
藤
克
徳
さ
ん
（
一

関
）
や
地
域
住
民
と
一
緒

に
、
田
植
え
を
体
験
し
ま

し
た
。
事
前
に
佐
藤
さ
ん

か
ら
苗
の
植
え
方
を
学
び
、

３
㌃
の
水
田
に
「
ひ
と
め

ぼ
れ
」
の
苗
を
手
で
植
え

た
他
、
佐
藤
さ
ん
が
操
縦

す
る
田
植
え
機
に
同
乗
し
、

機
械
植
え
の
様
子
も
見
学

し
ま
し
た
。

厳
美
小
学
校
（
一
関
）

5 / 1 4

ハ
ウ
ス
ナ
ス
の
水
管
理
学
ぶ

高温期の栽培管理を学ぶ生産者
　

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
施
設

ナ
ス
管
理
研
修
会
を
開
き

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
管
内
の
ナ

ス
生
産
者
や
関
係
機
関
な

ど
40
人
が
参
加
し
、
座
学

研
修
や
デ
ー
タ
を
利
用
し

た
生
育
管
理
に
取
り
組
む

千
葉
琢
磨
さ
ん
（
花
泉
）

の
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
、
施

設
園
芸
に
お
け
る
水
管
理

の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

一
関
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

5 / 1 3

秋
の
収
穫
に
期
待
を
込
め
て

「コシヒカリ」の苗を植える児童
　

５
年
生
47
人
は
、
阿
部

邦
弘
さ
ん
（
一
関
）
の
所

有
す
る
５
㌃
の
田
ん
ぼ
で

田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
や
地
域
住
民
か

ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
の
苗
を
手
で

植
え
ま
し
た
。
慣
れ
た
様

子
で
手
際
よ
く
進
め
る
子

や
慎
重
に
丁
寧
に
植
え
る

子
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

赤
荻
小
学
校
（
一
関
）

5 / 1 1

作
業
効
率
化
ド
ロ
ー
ン
活
用

ドローンでの散播作業を見守る関係者
　

作
業
の
効
率
化
と
労
働

力
軽
減
を
図
る
た
め
、
Ｊ

Ａ
全
農
い
わ
て
に
業
務
委

託
し
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

発
酵
粗
飼
料
（
ホ
ー
ル
ク

ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
）
用

稲
の
種
子
湛
水
直
播
を

行
い
ま
し
た
。
昨
年
よ
り

１
・
３
㌶
広
い
11
・
３
㌶
に
、

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
種

子
７
６
８
㌔
を
散
播
し
ま

し
た
。

（
農
）フ
ァ
ー
ム
滝
沢
（
一
関
）

5 / 1 9

泥
ん
こ
姿
で
楽
し
く
田
植
え

はだしで「こがねもち」の苗を植える児童
　

５
年
生
35
人
は
、
千
葉

健
一
さ
ん
（
東
山
）
が
所

有
す
る
田
ん
ぼ
で
田
植
え

を
体
験
し
ま
し
た
。
千
葉

さ
ん
や
地
元
農
家
の
指
導

で
、「
こ
が
ね
も
ち
」
の
苗

を
保
護
者
と
一
緒
に
手
作

業
で
植
え
ま
し
た
。
中
に

は
泥
ん
こ
に
な
っ
て
笑
い

合
う
姿
も
見
ら
れ
、
楽
し

い
時
間
を
通
し
て
農
作
業

を
学
び
ま
し
た
。

東
山
小
学
校

5 / 2 4

田
植
え
通
し
て
親
睦
深
め
る

手作業で苗を植える参加者
　

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
岩
手

と
の
田
植
え
交
流
会
を
開

き
ま
し
た
。
生
協
組
合
員

や
地
元
農
家
な
ど
約
80

人
が
参
加
し
、
県
オ
リ
ジ

ナ
ル
品
種
「
銀
河
の
し
ず

く
」
の
苗
を
手
で
植
え
た

他
、
機
械
植
え
の
様
子
を

見
学
し
ま
し
た
。
昼
食
で

は
、
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
を

食
べ
な
が
ら
感
想
な
ど
を

話
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

“
都ド

リ
ー
ム

里
夢
米
生
産
振
興
協
議
会
（
一
関
）

5 / 1 4

メ
ダ
カ
の
す
む
田
ん
ぼ
で

丁寧に水稲苗を植え進める児童
　

５
年
生
25
人
は
、（
農
）

門
崎
フ
ァ
ー
ム
の
所
有
す

る
メ
ダ
カ
が
す
む
田
ん
ぼ

で
田
植
え
を
体
験
し
ま
し

た
。
フ
ァ
ー
ム
組
合
員
が

紙
芝
居
形
式
で
植
え
る

手
順
を
説
明
し
た
後
、
児

童
は
は
だ
し
で
田
ん
ぼ
に

入
り
、
苗
を
植
え
ま
し
た
。

田
植
え
を
通
し
、
環
境
に

配
慮
し
た
農
業
に
つ
い
て

も
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

川
崎
小
学
校

協力してミニトマトの苗を植える親子

畜
産
の
振
興
と

安
全
を
願
う

　

Ｊ
Ａ
が
指
定
管
理
を
受
け
て
い

る
公
共
牧
場
の
令
和
８
年
度
開
牧

式
と
安
全
祈
願
祭
を
室
根
高
原
牧

野
で
開
き
、
管
内
の
畜
産
振
興
と

シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。
須
川
牧
場
を
閉
鎖
し
た
こ
と

に
よ
り
、
今
年
４
月
か
ら
室
根
高

原
牧
野
に
機
能
集
約
し
、
粗
飼
料

の
収
量
増
大
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
と
Ｊ
Ａ
と
の
ふ
れ
あ
い

イ
ベ
ン
ト
「
わ
く
わ
く
純
情
プ
ラ
ン

タ
ー
」
を
開
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
管
内

の
小
学
校
に
通
う
児
童
31
人
と
保
護

者
が
参
加
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
植
え
付

け
体
験
や
Ｊ
Ａ
米
集
出
荷
セ
ン
タ
ー

輝
の
見
学
、
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
全
３
回

開
催
予
定
で
す
。

5 / 1

Ｊ
Ａ
知
っ
て

身
近
に
感
じ
て

5 / 1 6

TOPICS
ココcolor ソコ color

TOPICS
ココcolor ソコ color

畜
産
振
興
と
安
全
を
祈
願
し
玉
串
を
さ
さ
げ
る

佐
藤
一
則
組
合
長
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高い志のもと、日々 “ キラリ ”と光る活動をしている人たちがいる。
“ 黄金の郷 ” いわて平泉を支える、魅力溢れる“こしぇるびと” の
メッセージをシリーズで紹介していく。

省
力
化
図
り
収
量
を
増
や
し
産
地
拡
大
へ

一
関
市
赤
荻　
高
橋  

龍
祐 

さ
ん

vol.136

PROFILE

１９９３年一関市滝沢生まれ。高校を卒業
後、東京の企業に就職。第２子の誕生を機
に農業を目指す。ＪＡ研修生を経て２０２０
年就農。トマト２２㌃、トウモロコシ２０㌃。
妻と子３人の５人暮らし。

高橋  龍祐さん（32）
Ryusuke Takahashi

一関市赤荻

農
業
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
産
業

　

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
水
田
地
帯
の
ハ
ウ
ス
の

中
で
、
高
橋
龍
祐
さ
ん
は
、
ト
マ
ト
の
誘
引

作
業
に
汗
を
流
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
東
京
で
印
刷
機
メ
ー
カ
ー

に
就
職
し
た
。
結
婚
し
、
第
１
子
を
も
う
け

た
が
、
仕
事
は
全
国
転
勤
が
あ
り
、
子
育
て

の
た
め
転
職
を
考
え
始
め
た
。
実
家
の
あ
る

一
関
で
は
、
祖
父
が
米
を
作
っ
て
い
る
。「
食

べ
物
を
作
る
農
業
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
」

と
思
い
、
第
２
子
の
誕
生
と
と
も
に
、
農
業

を
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
祖
父
の
勧
め
で
新

規
就
農
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を
訪
れ
、

「
自
分
で
何
か
を
作
り
た
い
」
と
思
い
を
伝
え

る
と
、
Ｊ
Ａ
管
内
の
ト
マ
ト
生
産
者
は
若
手

が
多
く
担
い
手
班
の
活
動
が
活
発
な
こ
と
や
、

夏
秋
ト
マ
ト
で
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
反
収

を
上
げ
る
生
産
者
が
い
る
こ
と
を
知
る
。
ト

マ
ト
を
生
産
し
、
販
売
す
る
姿
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
た
こ
と
か
ら
、
龍
祐
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
研
修

生
を
経
て
、
２
０
２
０
年
に
就
農
し
た
。

自
分
な
り
の
栽
培
を
探
り
な
が
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

龍
祐
さ
ん
は
研
修
で
学
ん
だ
栽
培
技
術
を

基
に
、
自
分
な
り
の
作
業
工
程
を
見
い
だ
し

て
き
た
。
就
農
１
年
目
に
研
修
先
で
行
っ
て

い
た
作
業
を
忠
実
に
や
ろ
う
と
し
て
追
い
付

か
な
く
な
り
、
栽
培
を
途
中
で
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
教
訓
に
し
て
い
る
。

２
年
目
以
降
、
自
分
に
合
っ
た
作
業
工
程
を

試
行
錯
誤
し
、
12
月
ま
で
の
収
穫
が
可
能
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
精
度
を
上
げ
よ
う
と
、
複

合
環
境
制
御
盤
を
活
用
し
、
温
度
や
湿
度
、

日
射
量
な
ど
の
デ
ー
タ
と
ト
マ
ト
の
生
育
を

比
較
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
肥
培
管
理
法
を

探
っ
て
い
る
。
近
年
は
暑
さ
へ
の
対
応
が
急

務
で
遮
熱
剤
を
使
用
し
て
い
る
他
、
暑
さ
に

強
い
品
種
に
い
ち
早
く
切
り
替
え
た
。
今
年

は
秋
ど
り
栽
培
に
も
取
り
組
む
。

　

ハ
ウ
ス
は
、
元
は
水
田
だ
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
。
水
田
に
囲
ま
れ
、
何
度
も
浸
水
し
て

し
ま
う
た
め
、
排
水
対
策
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

栽
培
を
始
め
た
。
根
を
張
ら
せ
硬
盤
を
壊
す

こ
と
で
、
排
水
性
の
向
上
を
期
待
し
て
い
る
。

ト
マ
ト
産
地
の
拡
大
を
目
指
し
て

　
「
鳥
獣
被
害
を
防
げ
れ
ば
」
と
、
就
農
と
同

時
に
狩
猟
免
許
を
取
得
。
一
関
市
の
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
員
と
し
て
仕
掛
け
た
わ
な
な

ど
の
見
回
り
に
当
た
り
、
被
害
防
止
の
一
助

を
担
う
。

　

作
業
管
理
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
活
用

し
て
い
る
。
写
真
や
動
画
を
撮
り
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
な
ど
に
投
稿
。「
コ
メ
ン
ト
を
付
け

る
こ
と
で
見
直
す
こ
と
も
で
き
る
し
、
全
国

の
農
業
者
と
つ
な
が
る
こ
と
も
で
き
る
」
と

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ト
マ
ト
作
り
に
役
立
て
て
い
る
。

　

龍
祐
さ
ん
は
、
省
力
化
し
て
も
収
量
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
な
技
術
を
確
立
す
べ
く
、
試

験
を
繰
り
返
し
、
情
報
収
集
を
重
ね
る
。「
仲

間
と
技
術
を
共
有
し
、
産
地
と
し
て
出
荷
量

を
増
や
し
て
い
き
た
い
」。
龍
祐
さ
ん
は
、
力

強
く
未
来
を
見
据
え
る
。

※ 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ　
　
　

　

 

ト
上
で
人
々
が
交
流
で
き
る
。
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一　関
花　泉
平　泉
千　厩
藤　沢
大　東
東　山
室　根
川　崎

19 
24 

11 
3 
16 
7 
11 
2 
93 

848
880

824
825
832
924
826
677
924

651
472

671
783
664
674
652
662
472

22 
19 
4 
18 
8 
12 
3 
11 
2 
99 

1,077
1,059
1,001
1,191
1,059
1,036
1,036
1,060
1,112
1,191

766
859
859
825
692
829
894
794
855
692

41 
43 
4 
29 
11 
28 
10 
22 
4 

192 

842,654 
824,258 
932,525 
869,569 
872,200 
822,918 
835,780 
847,400 
826,375 
843,133 

102.3%
96.0%
106.5%
101.3%
104.9%
96.4%
101.5%
98.7%
89.5%
98.8%

761,432 
742,225 

728,600 
810,700 
745,938 
783,671 
753,000 
669,350 
750,212 

912,800 
927,879 
932,525 
955,717 
895,263 
925,558 
957,367 
941,800 
983,400 
930,422 

支　部
頭数 高値 安値 平均価格 頭数 高値 安値 平均価格 頭数 平均価格

合計去勢雌
前回比（％）

合計・平均

※単位：円（ただし高値・安値は千円）税込みです。

最高販売額の
血統構成

雌 父：
母の父：
祖母の父：

北美津久
金太郎３
安福久
（東山）

北美津久
百合白清２
安福久
（千厩）

去勢 父：
母の父：
祖母の父：

県南子牛市場　　令和８年５月１９日

５月市場
和牛枝肉販売成績　　令和８年５月

格付
５
等
級
４
等
級

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
販
売
分

３
等
級

雌
単価（円）枝重（kg） 販売額（円） 単価（円）枝重（kg） 販売額（円）

上物率
（格付４等級以上）

去勢

457 

449 

2,403 

2,423 

1,098,171 

1,087,927 

539 

472 

430 

2,513 

2,374 

2,334 

1,354,507 

1,120,528 

1,003,620 

97.7%

販売頭数42 頭 ※枝重、単価、販売額は平均値

出荷月間最高販売牛
血統紹介

雌の部
勝乃幸×隆之国×安福久
Ａ5　525㎏　2,436円

Ａ5　560㎏　2,952円

去勢の部
福之鶴×美国桜×安福久

営
農

クセ トレ

生産資材ひろば

営農TOPI CS中干しを行い、活力のある中干しを行い、活力のある
稲を作りましょう稲を作りましょう

○

○

○

○

１株当たりの茎数が２５本程度になったら、降雨が比
較的少ない６月２５日ごろから中干しを開始し、幼穂
形成期 ( ７月１０日ごろ ) までに終わらせてください。

田面に小さな亀裂が生じ、軽く踏んで足跡が付く程度
が中干しの目安です。

中干しの後は、間断かんがいで管理し、幼穂形成期に
は深水４～６㌢になるようにしましょう。一度に深水
にすると酸素欠乏になり、根に障害が出ることがあり
ます。

中干しと併せて溝切りを実施することで、排水が良く
なり、ガス抜きと酸素供給で根張りを良くします。秋
作業の地耐力を高める効果も期待されます。

※カメムシ防除のために草刈りを行いましょう

　カメムシの成虫は、年２～３回発生します。６月上旬
の草刈りはカメムシの１回目の発生量を抑制し、その後
の発生量も少なくする効果があります。地域で一斉に行
うとより効果的ですので、計画的に実施しましょう。

　近年、継続して農薬の使用に伴う事故・被害等が発生
していることから、下記内容については特に注意しま
しょう。

♦ラベルによる使用方法の確認
　使い慣れている農薬でも、使用する際にはその都度必
ずラベルを確認し、希釈倍数等の使用基準や使用上の注
意事項を遵守しましょう。

♦土壌くん蒸剤使用時の適切な取り扱い
　土壌くん蒸剤を使用する場合は、使用直後に適切な材
質、厚さの資材を用いて被覆を完全に行い、安全確保の
徹底を図りましょう。使用場所や周辺の状況に十分配慮
しましょう。

♦住宅地等で農薬を使用する際の周辺への配慮
　および飛散防止対策
　農薬散布は、無風または風が弱
いときなど、近隣に影響が少ない天
候・時間帯に行いましょう。風向き
やノズルの向きに注意し、適正な散
布圧力・散布量で行いましょう。

♦誤飲・誤食、盗難等防止に向けた適切な保管・管理
　農薬は計画的に購入・使用し、使い
きるように努めましょう。不要になっ
た農薬や空の容器等は廃棄物処理業者
に依頼するなど、適切に処理しましょ
う。

令和８年度令和８年度
一関地方集落営農組織法人化基礎研修会のお知らせ一関地方集落営農組織法人化基礎研修会のお知らせ

　一関地方で法人化を検討している集落営農組織や地区を対象に、法人化の基礎に係る

研修会を開催します。

※　今回の研修会へ参加した組織・地区等のうち、個別相談を希望する組織・地区等には、日程等を調整の上、
　　対応する予定です。

　申込書・開催要領等を各土地改良区へ送付していますので、７月２日（木）までに、

一関農業改良普及センターまでお申し込みください。

担当：藤田　☎ 52-4961　　FAX  52-4965　　メール  CE0019@pref.iwate.jp

日　　時	 令和８年７月９日（木）
	 午後２時～午後３時３０分

場　　所	 一関地区合同庁舎　千厩分庁舎　３階大会議室
	 （一関市千厩町千厩字北方 85-2）

研修内容	 （１）集落営農の法人化の要点

	 （２）関係機関からの情報提供

 【お申し込み・お問い合わせ】

ＪＡのＬＩＮＥ公式アカウントに
おいて営農情報を発信します。
お友だち追加をお願いします。

使用前
　 周囲よく見て
　　  ラベル見て

農薬危害防止
運動月間

6/1 〜 8/31

ＬＩＮＥ
公式アカウント
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と　き　令和８年６月１９日（金）・２０日（土）
	 午前９時～午後３時

ところ　ＪＡ江刺本店前特設会場
　　　　（奥州市江刺岩谷堂字反町３６２－１）

イベント　来場者に粗品プレゼント、お楽しみ抽選会

　　　　　共同購入コンバイン展示、ＪＡいわてグループ

		  推奨草刈り機

		  スマート農業（農業用ドローン、ラジコン	

		  草刈り機、ＧＰＳ自動操舵）

		  ステージイベント

ＪＡいわて平泉  理事会だより
　次の事項について審議され、原案通り決議されました。

臨時理事会　５月２２日開催
▶常務理事の選任　▶常勤理事の担当業務の決定　▶常務理事順位の
決定　▶常勤理事の業務引継に係る立会人の選任
第４回理事会　５月２９日開催
▶令和７年度期末監事監査＜改善を要する事項＞に対する回答　▶一関
カントリーエレベーター籾乾燥事故にかかる役員責任調査委員会設置要
領の新設　▶令和８年度理事の個別報酬の決定　▶行政庁提出用業務
報告書　▶職員給与規程の一部変更

（株）だいず工房についてのお知らせ

第２回農業機械大展示即売会を
開催します

　共同購入コンバインやＪＡいわてグループ推奨型式草刈

機等関連メーカー１５社が各種農機具を展示する他、生

産資材やＪＡでんき、ガス器具等を展示いたします。皆さ

まのご来場を心よりお待ちしております。

と　き　令和８年７月１６日（木）・１７日（金）
	 午前９時〜午後３時３０分

ところ　ＪＡ大東農機センター特設会場
	 （一関市大東町摺沢字菅生前 61-4　☎ 75-3495）

おわびと訂正
　５月号１５ページ「皆さんの声お届けします！」に誤りがござ
いました。正しくは「東山町　Ｋさん（８０代）」です。訂正し
ておわび申し上げます。

　子会社である株式会社だいず工房の全株式を、令和８年５月１２日付で株式会社髙橋徳治商店
（宮城県東松島市大塩）へ譲渡しました。
　平成１０年に発足して以来、皆さまから賜りましたご厚情に心より感謝申し上げます。

お問い合わせ　 ＪＡ各農機センター

お問い合わせ　 ＪＡ各農機センター

お問い合わせ　 ＪＡ各支店

ＪＡバンク岩手　サマーキャンペーン２０２６～もらってうれしい！夏の貯金まつり～ＪＡいわてグループＪＡいわてグループ
農業機械フェア２０２６　開催農業機械フェア２０２６　開催

 お問い合わせ

ＪＡ金融課　☎23-3007

取扱業務
貯金の入出金（現金払戻の限度額をお１人
あたり３０万円とさせていただきます）、定
期積金の掛込、貯金通帳の記帳・繰越、電
話料金・水道料金等の公共料金（電気料金
除く）、県税・市税・町税等の納付、相談業
務（取次業務内）

＊運行スケジュールについては、天候その他諸事情に
より、予告なく変更・中止させていただく場合がござい
ます。ご了承ください。

移動金融店舗車
『このみん号』
運行スケジュール

月 火 水 木 金
2 3

 

 

 

 

 

 

厳美出張所川崎出張所 奥玉市民センター

7 8

2 1

9 10
厳美出張所

厳美出張所

萩荘支店

川崎出張所 奥玉市民センター

室根支店

室根支店

13

20

14 15 16 17
萩荘支店

31
厳美出張所

21 22 23 24
厳美出張所

萩荘支店

川崎出張所

津谷川ふれあい店

津谷川ふれあい店

津谷川ふれあい店

津谷川ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

厳美出張所

厳美出張所

27
厳美出張所

萩荘支店

28
川崎出張所

29
奥玉市民センター

室根支店

30

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

川崎出張所 奥玉市民センター

室根支店

厳美出張所厳美出張所

萩荘支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

７月 上段：午前（10:0０～１１:３０）、下段：午後（１３:0０～１4:3０）

※旧店舗名で記載しております。

6

1

お休み

【キャンペーン期間】令和８年６月１日（月）〜８月３１日（月）

　定期貯金１０万円ごとの新規契約
で、先着プレゼントを贈呈します！

「ＪＡ独自の厳選景品」には、

Ａコープ商品を用意しているぞう！

詳しくは各支店まで！

職員の動き（カッコは前所属部署）
【５月１１日付】　期中採用
	 藤沢支店	 皆川  健介

【５月２２日付】　退職
		  千田  光柳（リスク管理課   課長代理）
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“つくる”をテーマにＪＡ役員が思いを綴ります

理事
千葉  秀樹

（平泉）

適
正
価
格
の
実
現
へ

　

生
産
費
を
考
慮
し
た
農
畜
産
物
の
価
格
形
成
を
促
す
「
食

料
シ
ス
テ
ム
法
」
が
今
年
の
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
国
が

認
定
し
た
民
間
団
体
が
算
出
し
た
「
コ
ス
ト
指
標
」
を
価
格

交
渉
の
根
拠
と
し
て
使
え
る
も
の
で
、
コ
ス
ト
指
標
は
国
の

統
計
を
基
に
、
直
近
の
物
価
変
動
や
他
産
業
に
置
き
換
え
た

際
の
労
働
費
な
ど
を
反
映
し
算
出
さ
れ
る
。
現
状
、
米
の
生

産
コ
ス
ト
は
60
㌔
当
た
り
２
万
４
３
７
円
（
経
営
体
数
が
最

も
多
い
、
経
営
面
積
１
～
３
㌶
の
場
合
で
算
出
）
と
な
っ

て
い
る
。
米
の
価
格
は
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
決
定
さ
れ
、

コ
ス
ト
指
標
と
同
じ
考
え
方
で
過
去
の
生
産
費
を
分
析
す
る

と
、
２
０
１
９
年
産
か
ら
23
年
産
ま
で
は
コ
ス
ト
割
れ
、
５

年
連
続
赤
字
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
こ
れ
が
、
農
業
で
生
計

を
立
て
る
「
基
幹
的
農
業
従
事
者
」
の
数
が
21
年
か
ら
25
年

ま
で
の
間
で
24
％
も
減
っ
た
大
き
な
要
因
と
も
言
え
る
。
民

間
在
庫
量
が
過
去
最
多
に
膨
れ
上
が
り
米
価
が
下
落
し
続
け

て
い
る
た
め
に
、
生
産
者
は
田
植
え
を
終
え
た
今
、
26
年
産

米
の
価
格
が
気
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
26
年
産
米
価

格
は
「
コ
ス
ト
指
標
」
を
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、
生
産
者
が

生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
利
益
も
必
要
だ
。
営
農
を
継
続
で

き
る
適
正
価
格
を
実
現
す
る
た
め
、
生
産
者
を
は
じ
め
み
ん

な
で
運
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
。
米
の
価
格
は

現
在
、
茶
わ
ん
１
杯
あ
た
り
53
円
か
ら
60
円
程
度
で
、
高
く

は
な
い
。
消
費
者
に
は
適
正
価
格
を
理
解
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。

ＪＡ デイサービスセンター 〒021-0901 一関市真柴字原下 4-1
TEL 0191-31-1538

〒029-0803 一関市千厩町千厩字境田153-12
TEL 0191-52-5668

　

お
札
に
見
立
て
た
カ
ー

ド
を
ど
れ
だ
け
取
れ
る
か

競
い
ま
し
た
。
い
く
ら
取

れ
た
か
な
？

　

フ
ラ
フ
ー
プ
に
テ
ー

プ
を
張
っ
て
ボ
ー
ル
を

キ
ャ
ッ
チ
！
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
取
れ
ま
し
た
。

お
札
を
数
え
て
脳
ト
レ

た
く
さ
ん
ボ
ー
ル
取
れ
る
か
な

くらしのヒント！くらしのヒント！

介護にはどのくらい費用がかかりますか？

千厩支店　LA　小野寺 瑛士

　介護が必要になると、自宅のリフォームや施設入居費などでま
とまった資金が必要になる他、家族の負担を減らすためにプロの

手を借りると、それに応じてさらに費用がかかります。生命保険文化セン
ターの２０２４年度「生命保険に関する全国実態調査」によると、
・初期費用２０９万円
・毎月の費用９万円 × 介護期間４年７カ月
で、合計４９５万円必要とされています（金額、
期間は平均値）。
　ご自身やご家族に介護が必要となって
しまった場合の備えが安心できるか
どうか、最寄りの支店窓口、または
LA と一緒にご確認してみてはいか
がでしょうか。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が
毎

回
の
楽
し
み
で
、頭
の
体
操
に
な
っ

て
い
ま
す
。

	

東
山
町　
Ｙ
さ
ん
（
70
代
）

ピ
ー
マ
ン
の
苗
と
、
大
葉
の

種
を
ま
き
ま
し
た
。
夏
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。

	

花
泉
町　
Ｔ
さ
ん
（
50
代
）

漫
画
「
も
ぐ
も
ぐ
」
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
田
植

え
は
、
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
て

い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

	

大
東
町　
Ｏ
さ
ん
（
70
代
）

エ
リ
ア
ニ
ュ
ー
ス
は
、
一
関
地

区
の
動
き
が
分
か
り
、
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

	

大
東
町　
Ｉ
さ
ん
（
70
代
）

表
紙
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

	

舞
川　
Ａ
さ
ん
（
60
代
）

　

Ｊ
Ａ
一
関
青
年
部
真
滝
支
部
は
５
月
11
日
、
滝

沢
小
学
校
の
田
植
え
体
験
の
指
導
を
し
ま
し
た
。

５
年
生
23
人
は
４
月
に
種
ま
き
し
た
「
ひ
と
め
ぼ

れ
」
の
苗
を
、
３
㌃
の
水
田
に
手
作
業
で
丁
寧
に

植
え
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
泥
の
感
触
や
田
ん
ぼ

に
す
む
生
き
物
の
様
子
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
、

田
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
後
は
稲
の
成
長
や

水
田
の
周
辺
環
境
の
観
察
会
を
開
き
、
秋
に
は
手

作
業
で
稲
刈
り
を
行
う
予
定
で
す
。

部員の指導を受けてひとめぼれの苗を植える児童

お
いし
いお
米
に
育
っ
て
ね

Ｊ
Ａ
一
関
青
年
部
真
滝
支
部

5
月
号
の
答
え
は

「
レ
ン
キ
ュ
ウ
」
で
し
た
。

▼
5
月
号
の
答
え

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｅ
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

クロスワード◎パズル

※ご応募いただいた個人情報は、当選者へのプレゼント発送に利用させていただきます。また、お寄せ
　いただいた身近な話題は「皆さんの声お届けします！」コーナーに掲載させていただく場合があります。

郵便はがきの裏に次の①〜③
をご記入の上ご応募ください。
① クイズの答え
② 身近な話題や本誌へ一言
③ あなたの住所、氏名、ふり
　 がな、年齢

正解者の中から１０名に図書カード
（５００円分）をプレゼントします。

〒 021-0027  一関市竹山町７－１
ＪＡいわて平泉　総合企画課　まで

ご応募は FAX（21-0242）、Eメールでも受け付けます。
Ｅメールアドレス　kosheru@ja-iwatehiraizumi.or.jp

　　　令和８年 6 月２６日（金）（当日消印有効）
皆さまからのご応募お待ちしております。

締切日

当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。

   

ヨ
コ
の
カ
ギ

①②③④⑥⑨⑪⑬⑮⑰⑲
傘
を
忘
れ
た
と
き
に
軒
先
を

借
り
て
す
る
こ
と
も

赤
外
線
や
Ｘ
線
も
こ
れ
の
一
種

梅
雨
入
り
す
る
と
、梅
雨
―
―

が
い
つ
頃
な
の
か
気
に
な
り

ま
す

簡
単
に
は
意
見
を
曲
げ
ま
せ
ん

損
の
反
対
語

親
し
い
つ
き
あ
い
の
こ
と
。

昔
の
―
―
で
な
ん
と
か
し
て
よ

ア
メ
リ
カ
原
産
の
大
き
な
カ

エ
ル

自
宅
を
離
れ
て
観
光
な
ど
を

し
ま
す

ウ
メ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
食

べ
る
部
分

合
唱
部
が
練
習
す
る
も
の

一
年
で
一
番
昼
が
長
い
日

   

タ
テ
の
カ
ギ

②⑤⑦⑧⑩⑫⑭⑯⑱⑳㉑
完
成
し
ま
し
た
！

成
長
し
た
羊
の
肉
で
す

ペ
ン
は
―
―
よ
り
強
し

彼
は
大
舞
台
で
面
目
―
―
を

果
た
し
た

手
の
ひ
ら
や
足
の
裏
の
反
対
側

旬
よ
り
も
時
期
が
早
い
も
の

こ
の
教
科
の
時
間
に
ア
サ
ガ
オ

を
育
て
た
人
も
多
い
の
で
は

古
く
か
ら
、夏
バ
テ
防
止
に

も
食
べ
ら
れ
て
き
た
野
菜

ウ
ィ
ッ
グ
や
付
け
毛
で
は
あ

り
ま
せ
ん

ク
イ
ズ
を
出
さ
れ
て
考
え
る

も
の

中
学
校
で
教
育
―
―
を
お
こ

な
う
大
学
生

JA YOUTH

青年部青年部
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2026   N
o.148

〒
021-0027

岩
手

県
一

関
市

竹
山

町
7-1　

TEL0191-23-3006（
代

表
）

／
FAX0191-21-0242

発
行

日
／

令
和

８
年

６
月

１０
日

    発
行

／
い

わ
て

平
泉

農
業

協
同

組
合

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

U
RL　

https://ja-iw
atehiraizum

i.or.jp/
Ｅ

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

kosheru@
ja-iw

atehiraizum
i.or.jp

編
集

／
広

報
編

集
委

員
会

（
総

務
部

総
合

企
画

課
）　

印
刷

／
岩

手
日

日
新

聞
社

６
月
初
め

生
き
物
が

増
え
て
き
ま
し
た

こ
れ「
分
げ
つ
」っ
て
言
っ
て

イ
ネ
は
茎
を
増
や
し
て

成
長
す
る
ん
だ
よ

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を

食
べ
て
田
ん
ぼ
の

バ
ラ
ン
ス
を

守
っ
て
く
れ
て
る
よ

分
げ
つ
が

う
ま
く
い
く
か
で

収
穫
量
や
品
質
が

変
わ
る
ん
だ

あ
る
程
度
茎
が
増
え
た
ら

田
か
ら
水
を
抜
い
て

土
を
乾
か
す「
中
干
し
」で

増
え
す
ぎ
を
抑
え
る
ん
だ

溝
切
り
で

溝
を
作
っ
て

水
を
動
か
し
や
す
く

抜
き
や
す
く
す
る
よ

カ
メ
ム
シ
な
ど
を

防
ぐ
た
め
な
ん
だ

お
米
の
カ
メ
ム
シ
は

臭
く
な
い
よ

で
も
お
米
を
食
べ
る
か
ら

防
除
が
必
要
な
ん
だ
…

っ
て
聞
い
て
る
か
〜
い
？

カ
メ
ム
シ
が

増
え
る
と
臭
く

な
る
か
ら
!?

地
域
で

一
斉
に
や
る
と

効
果
的
な
ん
だ
よ

こ
こ
か
ら
は

あ
ぜ
の
草
刈
り
が

メ
イ
ン
だ

夏
場
大
変

だ
ね
…
！

こ
の
溝

大
切
な
ん
だ
ね

水
を
抜
く
と

根
が
強
く
な
っ
て

土
も
固
く
な
る
し

温
室
効
果
ガ
ス
の

抑
制
に
も
な
る

水
の
管
理
や

除
草
を
し
な
が
ら

６
月
中
ご
ろ
ま
で

育
て
て
い
く
よ
〜

根
元
の
そ
ば
が

隠
れ
家
だ
か
ら

探
し
て
ご
ら
ん

…
あ
れ

イ
ネ
増
え
て

る
よ
！

そ
う
な
の
！

広報誌 KOSHERU は、植物油インキを使用しています。

主
人
公
の
竹
山
は
な
さ
ん
は
、
現
在
小
学
５
年
生
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
小
学
５
年
生
を
中
心
に
、
稲
作
の
体
験
学
習
な
ど

食
農
教
育
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
６
月
は
稲
が
成
長
す
る
時
期
。
６
月
の
田
ん
ぼ
の
様
子
を
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

広
報
誌

こ
し
ぇ
る

編
集
後
記

▽
管
内
各
地
で
行
わ
れ
た
小

学
生
の
田
植
え
体
験
を
取
材

し
ま
し
た
。
ぬ
か
る
み
と
格
闘

し
な
が
ら
苗
を
植
え
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
で

す
ね
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

今
の
子
ど
も
た
ち
は
砂
場
や

川
な
ど
で
、
体
を
汚
し
な
が
ら

遊
ぶ
機
会
が
減
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
う
い
う
子
に
と
っ
て
、

田
植
え
は
と
て
も
非
日
常
的
で

刺
激
的
な
経
験
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
田
植
え

を
き
っ
か
け
に
、
自
然
と
触
れ

合
う
楽
し
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い

と
感
じ
ま
す
。

（
熊
谷
）

▽
６
月
と
い
え
ば
ま
ず
梅
雨

が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
雨
が

続
き
不
便
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
雨
は
田
畑

に
潤
い
を
与
え
、
農
産
物
の

成
長
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
近
年
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨

や
雨
の
少
な
い
空
梅
雨
、
高

温
多
湿
に
よ
る
熱
中
症
の
危

険
が
高
ま
る
な
ど
心
配
事
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
農
産

物
に
と
っ
て
恵
み
の
雨
と
な

る
よ
う
願
い
、
こ
の
時
期
ら

し
い
季
節
感
も
楽
し
み
な
が

ら
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

（
阿
部
）

まんが：じっく第１４６話

お米栽培の一年　お米栽培の一年　〜イネの成長〜〜イネの成長〜
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